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�

夫
婦
間
暴
力
を
め
ぐ
る
正
当
防
衛
規
定
改
正
法

案

フ
ラ
ン
ス
刑
事
立
法
研
究
会
（
訳
）

は
し
が
き

二
〇
一
九
年
六
月
一
九
日
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
〇

四
四
号

二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
二

三
四
号

は
し
が
き

　

本
資
料
は
、
二
〇
一
九
年
に
相
次
い
で
提
出
さ
れ
た
、
夫
婦
間
暴

力
を
め
ぐ
る
正
当
防
衛
規
定
改
正
法
案
を
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
法
案
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

Jacqueline�SA
U
V
A
GE

事
件（

１
）で

あ
る
。
こ
れ
は
、
夫
で
あ
る

N
orbert�M

A
RO

T

の
四
〇
年
以
上
に
わ
た
る
暴
力
に
耐
え
か
ね

て
、
妻
のJacqueline�SA

U
V
A
GE

が
夫
の
背
後
か
ら
三
発
の
弾

丸
を
発
砲
し
殺
害
し
た
と
い
う
事
案
で
、
故
意
に
よ
る
殺
人
で
有
罪

判
決
が
確
定
し
、
服
役
、
当
時
の
大
統
領François�H

O
LLA

N
D
E

（87－4－13）

に
よ
る
大
統
領
恩
赦
で
釈
放
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事

件
を
め
ぐ
る
刑
事
裁
判
で
、
弁
護
側
は
正
当
防
衛
の
成
立
を
主
張
し

た
が
、
採
用
さ
れ
る
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
に
よ
る
Ｄ
Ｖ
加
害
者
へ
の
侵
害
行
為
に
正

当
防
衛
成
立
の
余
地
を
認
め
る
べ
く
、
国
民
議
会
議
員
に
よ
っ
て
提

出
さ
れ
た
の
が
、
こ
の
二
法
案
で
あ
る
。

　

一
つ
目
の
法
案
は
、「
二
〇
一
九
年
六
月
一
九
日
に
国
民
議
会
に

提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
〇
四
四
号
」（

２
）で

あ
る
。
こ
れ
は
、
パ
ニ
ッ
ク

状
態
等
に
お
け
る
過
剰
防
衛
の
不
処
罰
を
正
当
防
衛
規
定
（
刑
法
第

一
二
二
―
五
条
）（

３
）に

追
加
す
る
と
と
も
に
、
正
当
防
衛
の
推
定
規
定

（
刑
法
第
一
二
二
―
六
条
）（

４
）の

適
用
範
囲
を
拡
大
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

二
つ
目
の
法
案
は
、「
二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
に
国
民
議
会
に

提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
二
三
四
号
」（

５
）で

あ
る
。
こ
ち
ら
は
、
端
的
に
、

正
当
防
衛
の
推
定
規
定
に
夫
婦
間
暴
力
の
場
合
を
追
加
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

日
本
で
も
、
Ｄ
Ｖ
殺
人
の
よ
う
な
事
案
で
、
正
当
防
衛
や
緊
急
避

難
の
成
立
を
肯
定
す
る
余
地
が
な
い
か
議
論
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（

６
）

が
、
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら

立
法
的
解
決
を
試
み
よ
う
と
す
る
こ
れ
ら
の
法
案
は
、
大
変
興
味
深

い
。
結
局
、
議
員
提
出
に
よ
る
こ
の
両
法
案
は
、
審
議
さ
れ
る
こ
と
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な
く
廃
案
に
な
っ
た
が
、
Ｄ
Ｖ
殺
人
等
の
正
当
化
ま
た
は
免
責
を
考

え
る
際
の
参
考
に
な
ろ
う
。

　

以
下
、
本
法
案
を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る
。
な
お
、
翻
訳
に
あ
た
っ

て
は
、
平
尾
遼
海
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課
程
）、

及
び
、
寺
嶋
文
哉
（
九
州
大
学
大
学
院
法
学
府
博
士
後
期
課
程
）
が

こ
れ
を
行
い
、
フ
ラ
ン
ス
刑
事
立
法
研
究
会
で
逐
語
的
に
再
検
討
、

内
容
を
精
査
し
た
。
な
お
、
訳
者
注
は
、［　

］
で
示
し
て
あ
る
。

�

（
井
上
宜
裕
）

二
〇
一
九
年
六
月
一
九
日
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
〇
四
四
号

正
当
防
衛
の
範
囲
の
改
善
に
向
け
て

法
案
理
由
書

　

皆
様

　

二
〇
一
九
年
二
月
一
九
日
に
採
択
さ
れ
た
、
二
〇
一
八
―
二
〇
二

二
年
計
画
お
よ
び
司
法
改
革
に
関
す
る
法
律
は
刑
事
訴
追
の
簡
素
化

を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
本
法
案
は
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
及
び

第
一
二
二
―
六
条
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
正
当
防
衛
の
定
義
及
び
適

用
範
囲
の
拡
大
に
関
す
る
実
体
刑
法
の
規
定
を
法
律
に
導
入
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
正
当
防
衛
概
念
は
一
八
一
〇
年
ナ
ポ
レ
オ

ン
法
典
の
中
に
導
入
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
立
法
と
判
例
は
、
時
に

は
一
九
八
〇
年
代
は
じ
め
の
よ
う
に
正
当
防
衛
概
念
に
関
す
る
よ
り

広
い
定
義
に
お
い
て
、
時
に
は
現
行
法
の
よ
う
に
よ
り
厳
格
な
定
義

に
お
い
て
幾
度
と
な
く
発
展
し
て
き
た
。

　

第
一
二
二
―
五
条
：
正
当
防
衛
の
定
義
と
適
用
条
件

　

正
当
防
衛
状
況
を
引
き
合
い
に
出
す
た
め
に
は
以
下
の
条
件
が
重

畳
的
に
満
た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
）
そ
の
人
が
自
身
に
対
す
る
ま
た
は
そ
の
近
親
者
［
訳
者
注
：
現

行
第
一
二
二
―
五
条
は
単
に｢

他
人｣

と
規
定
す
る
に
と
ど
ま
る
。］

に
対
す
る
不
正
な
攻
撃
に
直
面
し
て
、
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
当
該
攻
撃
は
現
実
か
つ
差
し
迫
っ
た
脅
威
を
も
た
ら
す
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
）
反
撃
は
侵
害
の
時
に
行
わ
れ
る
も
の
と
し
、
侵
害
後
の
反
撃
は

許
さ
れ
な
い
。

三
）
防
衛
行
為
は
侵
害
行
為
に
対
し
て
均
衡
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
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な
い
。

　

―
第
一
条
件
は
、
論
争
の
対
象
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

　

―
第
二
条
件
は
、
反
撃
は
侵
害
行
為
と
同
時
に
行
わ
れ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
事
後
的
な
反
撃
は
復
讐
と
し
て
考
え

ら
れ
得
る
の
で
あ
り
、
も
は
や
正
当
防
衛
状
況
を
構
成
し
な
い
。

　

―
第
三
条
件
は
、
そ
れ
が
過
剰
や
逸
脱
を
回
避
す
る
目
的
た
め
の

も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
理
に
適
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
防
衛
行
為
の
均
衡
性
に
関
す
る
第
一
二
二
―
五
条
の
厳

格
な
規
定
ぶ
り
は
被
攻
撃
者
の
状
況
の
実
情
を
十
分
に
考
慮
し
て
い

な
い
。
そ
の
実
情
と
は
特
に
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　

―
パ
ニ
ッ
ク
：
こ
の
パ
ニ
ッ
ク
は
恐
怖
に
加
え
て
被
攻
撃
者
が

感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
恐
怖
と
パ
ニ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
被
攻

撃
者
は
常
に
均
衡
性
の
要
請
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
限

ら
な
い
。
そ
こ
で
は
、
情
動
に
基
づ
く
不
可
能
性
（im

possibilité�
ém

otionnelle

）
が
問
題
と
な
る
。

　

―
不
適
合
性
：
こ
の
不
適
合
性
と
は
、
均
衡
性
要
件
を
要
求
す
る

こ
と
が
測
定
不
能
ま
た
は
数
量
化
不
能
な
一
定
の
状
況
に
合
わ
な
い

（87－4－15）

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
不
適
合
性
は
、
被
害
者
［
訳
者
注
：
被
攻

撃
者
を
意
味
す
る
。
以
下
同
じ
。］
が
均
衡
性
を
常
に
想
定
し
得
る

わ
け
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
被
害
者
に
対
し
て
侵
害
行
為
に

合
わ
せ
た
防
衛
を
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
こ
と
に
帰
着
す
る
で
あ
ろ

う
。

　

強
度
の
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
さ
れ
た
被
害
者
は
一
般
的
に
た
だ
一
つ

の
至
上
命
令
（im

pératif

）
に
応
じ
て
反
応
す
る
。
そ
の
至
上
命

令
と
は
、
侵
害
の
排
除
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
、

被
害
者
に
自
身
の
基
準
を
示
す
こ
と
を
要
求
し
、
お
よ
び
、「
被
害

者
に
防
衛
的
振
舞
い
が
攻
撃
者
の
侵
害
的
振
舞
い
に
対
し
て
均
衡
し

て
い
る
か
を
測
る
た
め
に
自
身
の
物
差
し
と
コ
ン
パ
ス
を
取
り
出
す

こ
と
」
を
要
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
被
害
者
は

も
は
や
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
状
態
に
は
な
い
か

ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
事
実
に
基
づ
く
不
可
能
性（im

possibilité�
factuelle

）
が
問
題
で
あ
る
。

　

法
律
の
条
文
に
お
い
て
こ
れ
ら
の
要
因
を
考
慮
す
る
こ
と
は
、
純

粋
主
観
的
な
要
素
を
承
認
す
る
こ
と
に
は
寄
与
し
な
い
が
、
逆
に
侵

害
行
為
の
被
害
者
な
ら
誰
で
も
経
験
す
る
現
実
を
承
認
す
る
こ
と
に

は
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
刑
法
に
お
け
る
こ
の
概
念
の
実

用
性
は
、
そ
の
概
念
を
裁
判
に
取
り
入
れ
た
外
国
、
特
に
ス
イ
ス
と



資　料

1076

ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
例
証
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ス
イ
ス
刑
法
典
第
一
六
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
六
条
：
免
責
的
正
当
防
衛

　

一
）
行
為
者
が
攻
撃
に
対
し
て
反
撃
す
る
際
に
第
一
五
条
の
意
味

に
お
け
る
正
当
防
衛
の
限
界
を
超
過
し
た
場
合
、
裁
判
官
は
刑
を
減

軽
す
る
。

　

二
）
こ
の
過
剰
が
、
当
該
攻
撃
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
興
奮

状
態
（excitation

）
ま
た
は
衝
撃
（saisissem

ent

）
と
い
っ
た

免
責
的
な
状
態
か
ら
生
じ
た
場
合
、
行
為
者
は
有
責
に
行
為
し
て
い

な
い
。

　

ド
イ
ツ
刑
法
典
第
三
三
条
は
以
下
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

第
三
三
条
：
過
剰
防
衛

　

一
）
行
為
者
が
混
乱
（désarroi

）、
恐
怖
（crainte

）、
驚
愕

（terreur

）
か
ら
正
当
防
衛
の
限
界
を
超
過
し
た
場
合
、
行
為
者
は

処
罰
さ
れ
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
ス
イ
ス
で
も
ド
イ
ツ
で
も
正
当
防
衛
が
問
題
と
な
る

事
案
の
急
増
は
確
認
さ
れ
得
な
い
。
両
国
に
お
い
て
、
正
当
防
衛
を

認
め
る
た
め
の
必
要
条
件
は
同
じ
よ
う
に
非
常
に
絞
り
込
ま
れ
て
お

り
、
な
お
か
つ
フ
ラ
ン
ス
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
裁
判
官
は
大
き
な

評
価
裁
量
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

裁
判
官
が
暴
走
及
び
濫
用
を
承
認
し
て
し
ま
う
可
能
性
に
は
疑
義

を
差
し
挟
ま
な
い
こ
と
と
し
て
、
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
を
本
法

案
に
よ
っ
て
修
正
す
る
こ
と
は
以
下
の
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
被
攻
撃
者
が
体
験
し
た
現
実
に
対
応
す
る
恐
怖
と
発
作

と
い
う
諸
要
素
を
明
示
的
に
考
慮
す
る
こ
と
、
及
び
、
何
よ
り
も
ま

ず｢

侵
害
者
が
被
害
者
に
対
し
て
行
っ
た
侵
害
行
為
の
帰
結
を
引
き

受
け
る
の
は
侵
害
者
で
あ
っ
て｣

、
そ
の
逆
で
は
な
い
と
い
う
事
実

を
よ
り
一
層
考
慮
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
二
二
―
六
条
：
正
当
防
衛
の
推
定

　

攻
撃
の
被
害
者
の
極
度
の
恐
怖
に
よ
る
反
応
を
考
慮
し
て
、
第
一

二
二
―
五
条
の
適
用
範
囲
を
拡
大
す
る
必
要
性
に
関
す
る
こ
の
省
察

は
第
一
二
二
―
六
条
に
よ
っ
て
部
分
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
。
す
な
わ

ち
、
刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
第
一
項
は
現
在
建
造
物
へ
の
施
錠
破

（法政研究�87－4－16）
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壊
に
よ
る
夜
間
侵
入
の
際
に
、
正
当
防
衛
の
推
定
を
認
め
て
い
る
。

こ
の
規
定
ぶ
り
は
、
立
法
者
が
一
定
の
条
件
が
そ
れ
自
体
と
し
て
正

当
防
衛
状
況
を
生
み
出
す
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
、
個
人
が
夜
間
に
現
住
建
造
物
に
侵
入
す
る
こ
と
は

そ
の
建
造
物
の
住
人
が
直
ち
に
正
当
防
衛
状
況
に
あ
る
と
考
え
る
の

に
十
分
な
ほ
ど
、
威
迫
的
か
つ
恐
怖
を
生
み
出
す
よ
う
な
要
素
を
提

示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
二
二
―
六
条
で
列
挙
さ
れ
た
正
当

防
衛
の
推
定
を
援
用
す
る
た
め
の
諸
条
件
は
、
正
当
防
衛
の
推
定
を

完
全
に
根
拠
づ
け
る
脅
威
を
提
示
す
る
状
況
を
排
除
し
て
い
る
。
そ

れ
ゆ
え
、
第
一
項
を
夜
間
侵
入
と
第
二
項
の
暴
行
を
伴
っ
た
盗
罪
及

び
略
奪
の
み
へ
と
制
限
す
る
こ
と
は
、
人
及
び
財
産
に
対
す
る
極
度

の
威
迫
を
引
き
起
こ
す
攻
撃
の
現
実
全
体
を
把
握
し
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
住
建
造
物
へ
の
日
中
の
侵
入
行
為
及
び
人

間
に
対
す
る
物
理
的
攻
撃
へ
と
正
当
防
衛
の
推
定
の
適
用
範
囲
を
拡

大
す
る
の
が
適
切
で
あ
る
。

　

本
法
案
に
関
す
る
注
釈

　

第
一
条

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
一
条
項
に
よ
っ
て

補
完
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
防
衛
行
為
と
侵
害
行
為
の
間
の
不
均
衡
が

免
責
可
能
で
、
そ
れ
ゆ
え
処
罰
さ
れ
な
い
事
案
、
す
な
わ
ち
攻
撃
そ

れ
自
体
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
、
現
実
の
認
識
を
ゆ
が
ま
せ
る
よ
う
な

発
作･

混
乱
状
態
を
原
因
と
し
て
攻
撃
の
被
害
者
が
過
剰
に
行
為
し

て
し
ま
う
事
案
を
定
義
し
て
い
る
よ
う
な
条
項
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
こ
の
条
項
は
攻
撃
の
被
害
者
に
よ
る
反
撃
を
侵
害
行
為
者
の
責

任
と
す
る
。

　

第
二
条

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
第
一
項
は
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
施
錠
破
壊
、
暴
力
ま
た
は
策
略
を
用
い
た
現
住
建
造

物
へ
の
侵
入
に
反
撃
す
る
た
め
の
正
当
防
衛
の
推
定
を
夜
間
の
侵

入
に
限
定
せ
ず
に
、
何
時
で
も
適
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
実
際
、
現
住
建
造
物
へ
の
一
人
ま
た
は
複
数
人
で
の
侵
入

は
、
昼
と
夜
と
を
問
わ
ず
、
そ
れ
自
体
で
防
衛
行
為
を
正
当
化
で
き

る
重
要
な
脅
威
を
構
成
す
る
。
パ
リ
弁
護
士
会
の
弁
護
士
で
あ
る

T
H
IBA

U
LT

�de�M
O
N
T
BRIA

L

氏
の
発
言
に
よ
れ
ば
、｢

一
度
住

居
に
立
ち
入
っ
た
泥
棒
（cam

brioleur

）
の
策
略
を
予
測
す
る
こ

（87－4－17）
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と
は
不
可
能
で
あ
る
。
泥
棒
が
住
居
者
と
の
衝
突
を
避
け
る
こ
と
が

あ
る
と
し
て
も
、
そ
れ
と
全
く
同
じ
く
ら
い
、
泥
棒
が
こ
の
衝
突
を

受
け
入
れ
、
時
に
は
過
激
な
暴
力
に
い
た
る
こ
と
も
あ
り
得
る｣�

。

　

第
三
条

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
第
二
項
は
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
正
当
防
衛
の
推
定
を
暴
力
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
盗
罪

及
び
略
奪
に
限
定
す
る
の
で
は
な
く
、
人
に
対
す
る
、
換
言
す
れ
ば

そ
れ
自
体
物
質
的
財
（biens�m

atériels

）
を
上
回
る
法
的
利
益
で

あ
る
身
体
の
完
全
性
と
健
康
に
対
す
る
暴
力
的
な
物
理
的
侵
害
も
同

様
に
正
当
防
衛
の
推
定
の
対
象
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

皆
様
方
、
以
上
が
本
法
案
の
目
的
で
あ
る
。

法
律
案

第
一
条

①
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
は
以
下
に
記
す
条
項
に
よ
っ
て
補
完
さ

れ
る
。

②　

｢

防
衛
行
為
と
侵
害
そ
れ
自
体
と
の
間
に
不
均
衡
が
あ
る
場
合

に
お
い
て
、
現
実
の
認
識
を
ゆ
が
ま
せ
た
ほ
ど
の
混
乱
と
驚
愕
の
影

響
下
で
自
衛
し
た
者
は
、
こ
の
混
乱
ま
た
は
驚
愕
の
状
態
が
こ
の
者

が
被
っ
た
攻
撃
に
よ
っ
て
直
接
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
限
り
に
お
い

て
、
刑
事
責
任
を
負
わ
な
い
。｣第

二
条

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
一
号
か
ら｢

夜
間
の｣

と
い
う
文
言
を

削
除
す
る
。

第
三
条

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
二
号
に
お
い
て｢

行
為
者｣

と
い
う
文

言
の
前
に
［
訳
者
注
：
原
語
はaprès

（
＝
後
に
）
で
あ
る
が
、
訳

文
の
語
順
に
従
っ
た
。］｢

身
体
的
攻
撃
を
な
す｣

の
語
を
挿
入
す
る
。

�

（
平
尾
遼
海
）

（法政研究�87－4－18）



夫婦間暴力をめぐる正当防衛規定改正法案（フランス刑事立法研究会（訳））

1079

二
〇
一
九
年
九
月
一
一
日
に
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
法
案
第
二
二
三
四
号

夫
婦
間
暴
力
に
関
す
る
正
当
防
衛
の
推
定
の
創
設
に
向
け
て

法
案
理
由
書

　

皆
様

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
〇
人
に
一
人
の
女
性
は
夫
婦
間
暴
力
の
被
害

者
で
あ
る
。
女
性
は
三
日
に
つ
き
一
人
、
男
性
は
一
三
日
に
つ
き
一

人
、
こ
れ
に
よ
り
死
亡
し
て
い
る
。
二
〇
一
七
年
に
は
一
三
〇
人
の

女
性
、
二
〇
一
八
年
に
は
一
二
一
人
の
女
性
が
パ
ー
ト
ナ
ー
も
し
く

は
元
配
偶
者
に
殺
害
さ
れ
、
本
年
で
は
す
で
に
五
〇
人
を
超
え
て
い

る
。

　

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
平
均
し
て
、
毎
年
、
夫
婦
間
暴
力
の
被
害

者
と
し
て
は
、
二
一
九
、
〇
〇
〇
人
以
上
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、

こ
れ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
一
六
歳
か
ら
四
四
歳
の
女
性
の
死
亡

原
因
の
第
一
位
で
あ
る
。

　

四
人
の
被
害
者
に
つ
き
三
人
は
、
自
ら
の
生
活
の
中
で
配
偶
者
や

元
配
偶
者
に
よ
っ
て
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
を
申

告
し
て
い
る
。
た
っ
た
一
九
％
の
女
性
と
五
％
の
男
性
の
み
が
、
こ

の
暴
力
に
よ
る
苦
境
を
憲
兵
や
警
察
署
に
届
け
出
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
徒
労
に
終
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
を
取
り
扱
う
た
め
に
、
数
字
に
勝
る
も
の
は
な
い
。

今
日
こ
の
テ
ー
マ
が
、
共
和
国
大
統
領
の
五
年
の
任
期
に
お
け
る
大

き
な
国
家
的
案
件
の
一
つ
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
制
度
が
今
尚
、
極

め
て
脆
弱
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
多
く
の
被
害

者
が
見
捨
て
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
支
援
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
も
し
く

は
、
訴
え
出
た
場
合
に
は
却
っ
て
危
険
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
。

我
々
は
こ
の
状
況
を
改
善
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
さ
ら
に
言
え
ば
、

こ
れ
は
単
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
政
策
を
超
え
る
も
の
で
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
問
題
の
真
の
争
点
を
把
握
す
る
た
め
に
、
我
々
は
、
そ
の
意

味
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
夫
婦
間
暴
力
に
つ
い
て
は
、
数
多
く

の
定
義
が
存
在
す
る
。
夫
婦
間
暴
力
で
あ
る
か
そ
う
で
な
い
か
の
指

標
と
し
て
含
ま
れ
る
べ
き
行
為
に
つ
い
て
は
一
致
を
見
て
お
ら
ず
、

こ
の
こ
と
か
ら
、
ア
プ
ロ
ー
チ
や
定
義
の
多
様
性
が
基
礎
付
け
ら
れ

る
。

（87－4－19）
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す
で
に
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
報
告
の
中
で
、
医
学
会
の
メ
ン

バ
ー
で
あ
るH

EN
RIO

N

教
授
は
、
夫
婦
間
暴
力
を
以
下
の
よ
う
に

定
義
し
て
い
た
。「
夫
婦
間
暴
力
と
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
、
特
権
的

関
係
の
枠
内
で
、
身
体
的
、
精
神
的
、
も
し
く
は
性
的
な
攻
撃
と
し

て
表
れ
る
支
配
力
を
及
ぼ
す
中
で
生
じ
る
発
展
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

こ
の
場
合
の
夫
婦
間
暴
力
は
、
い
ざ
こ
ざ
の
あ
る
カ
ッ
プ
ル
の
争
い

と
は
区
別
さ
れ
る
。
こ
の
暴
力
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
局
面
で
表
面
化

し
、
徐
々
に
深
刻
な
も
の
と
な
り
、
傷
害
や
、
極
め
て
重
大
な
感
情

的
・
心
理
的
後
遺
症
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
夫
婦
間
暴
力

は
、
危
機
的
状
況
が
過
ぎ
た
後
、
暴
力
が
止
む
と
の
希
望
を
女
性
が

見
出
す
よ
う
な
一
時
的
鎮
静
の
時
間
が
生
じ
る
と
い
う
循
環
に
従

う
。
し
か
し
な
が
ら
、
暴
力
的
局
面
の
頻
度
や
強
度
は
、
時
間
と
と

も
に
増
大
す
る
。」

　

我
々
が
こ
の
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
た
め
に
出
発
点
と
し
た
い
の
は

こ
の
定
義
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
は
、
い
く
つ
か
の
理
由
が
あ
る
。
ま

ず
こ
の
定
義
は
、
夫
婦
間
暴
力
が
同
時
に
身
体
的
、
性
的
、
も
し
く

は
心
理
的
な
も
の
で
あ
り
得
る
し
、
そ
う
で
な
い
こ
と
も
あ
る
と
い

う
考
え
を
支
持
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
定
義
は
、
繰
り
返
さ
れ
る

暴
力
が
頻
度
及
び
強
度
の
点
で
増
大
す
る
点
に
言
及
し
て
お
り
、
こ

れ
が
、
被
害
者
の
心
理
状
態
を
定
義
す
る
た
め
に
最
も
重
要
な
の
で

あ
る
。

　

実
際
に
我
々
は
、
我
々
の
同
僚
や
我
々
の
前
に
い
る
専
門
家
の
う

ち
の
幾
人
か
の
よ
う
に
、
反
復
の
概
念
と
徐
々
に
作
り
上
げ
ら
れ
る

恐
怖
の
生
活
環
境
が
、
裁
判
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ

る
と
評
価
し
て
い
る
。

　

こ
の
苦
痛
と
恐
怖
の
生
活
状
況
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
に
本
法
案

が
特
に
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
場
合
に
よ
っ
て
は
決
定
的
な
帰
結

を
も
た
ら
す
よ
う
な
一
定
の
暴
力
行
為
に
至
る
こ
と
と
な
る
夫
婦
間

暴
力
の
被
害
者
女
性
お
よ
び
男
性
の
置
か
れ
る
状
況
で
あ
る
。

　

二
〇
一
二
年
の
「Sauvage

事
件
」
を
契
機
に
、
世
論
は
こ
の
問

題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
夫
の
背
中
に
三
発
の
銃
弾
を
撃

ち
込
ん
で
夫
を
殺
害
し
たJacqueline�SA

U
V
A
GE

の
た
め
、
こ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
我
々
と
密
に
協
力
し
て
活
動
し
て
い
るM

aître�
T
O
M

A
SIN

I

を
含
む
彼
女
の
二
人
の
弁
護
人
は
、
正
当
防
衛
成
立

の
た
め
の
主
張
を
行
っ
た
。
こ
の
防
御
は
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
る

が
、
二
〇
一
五
年
の
「A

lexandra�LA
N
GE

事
件
」
に
お
い
て
は
、

唯
一
認
め
ら
れ
た
。

（法政研究�87－4－20）
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し
た
が
っ
て
そ
れ
以
来
、
夫
婦
間
暴
力
の
被
害
者
に
正
当
防
衛
を

認
め
る
こ
と
が
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
一
部
の
者
は
、
夫
婦
間
暴
力

の
被
害
者
に
正
当
防
衛
を
拡
充
す
る
こ
と
を
主
張
し
よ
う
と
し
た

が
、
多
く
の
批
判
お
よ
び
法
律
上
の
障
害
に
直
面
し
た
。
法
律
上
の

障
害
の
な
か
で
は
、
と
り
わ
け
欧
州
人
権
条
約
第
二
条
が
あ
る
。
ま

た
、
当
時
のLuc�FRÉM

IO
T

検
察
官
が
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、

当
時
の
議
論
が
夫
婦
間
暴
力
の
女
性
被
害
者
に
焦
点
を
当
て
て
い
た

た
め
、
法
の
下
の
平
等
の
断
絶
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
は
違
憲
と

さ
れ
る
。

　

特
に
子
ど
も
を
保
護
す
る
と
い
う
目
的
が
あ
る
場
合
に
、
夫
婦
間

暴
力
の
被
害
者
に
つ
き
、
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
の
正
当
防
衛
よ

り
も
む
し
ろ
、
刑
法
典
第
一
二
二
―
一
条
の
刑
事
無
答
責
を
主
張
す

る
と
決
め
た
の
は
、
我
々
の
同
僚
で
あ
るV

alérie�BO
Y
ER

で
あ
っ

た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
当
時
の
法
的
論
証
は
、
我
々
に
は
い
さ

さ
か
議
論
の
余
地
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
実
際
、
欧
州

人
権
条
約
第
二
条
が
生
命
権
を
保
護
し
、
他
者
か
ら
生
命
を
奪
う
こ

と
を
禁
じ
て
い
る
と
し
て
も
、
本
条
は
同
様
に
、
夫
婦
間
暴
力
が
本

条
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
も
認
め
て
い
る
。

　

FRÉM
IO

T

氏
が
表
明
し
た
、
男
女
間
の
法
の
下
の
平
等
の
断
絶

に
つ
い
て
は
、
法
律
の
規
定
が
特
に
ど
ち
ら
か
の
性
別
に
向
け
ら
れ

て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
断
絶
を
支
持
す
る
理
由

は
ま
っ
た
く
な
い
。

　

し
か
し
、
こ
の
事
後
的
な
正
当
防
衛
に
つ
い
て
、
双
方
の
言
外
の

主
張
（réticence

）
を
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
主

張
は
、
一
方
で
は
、
も
は
や
こ
の
正
当
防
衛
の
実
行
を
限
定
で
き
な

い
と
い
う
懸
念
と
し
て
の
実
際
上
の
論
拠
に
基
づ
い
て
お
り
、
他
方

で
は
、
正
当
防
衛
の
実
行
が
、
熟
慮
の
上
で
、
し
か
も
恐
怖
を
抱
い

て
い
な
い
状
態
で
、
暴
力
に
頼
っ
た
個
人
の
保
護
を
可
能
に
し
得
る

と
い
う
こ
と
を
論
拠
と
し
て
い
る
。

　

正
当
防
衛
を
認
め
る
こ
と
の
論
証
と
し
て
カ
ナ
ダ
法
に
お
い
て
用

い
ら
れ
る
女
性
の
被
虐
待
症
候
群
は
、
鑑
定
人
の
意
見
を
聴
取
し
た

あ
と
、
幾
人
か
と
っ
て
は
あ
ま
り
に
不
確
か
な
こ
と
で
あ
っ
た
よ
う

で
あ
る
。

　

そ
の
他
、
国
民
議
会
の
女
性
権
利
委
員
会
や
、
男
女
間
の
平
等
性

に
つ
い
て
担
当
す
る
大
臣
補
佐
な
ど
の
人
々
は
、
法
律
の
改
正
を
強

調
す
る
よ
り
も
、
予
防
や
支
援
を
強
調
す
る
方
が
良
い
と
し
て
い

（87－4－21）



資　料

1082

る
。［
し
か
し
］
夫
婦
間
暴
力
の
被
害
者
女
性
・
男
性
が
告
訴
す
る

と
い
う
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
被
害
者
が
告
訴
し
た
と
し
て
も
、

そ
の
後
の
支
援
を
ほ
と
ん
ど
受
け
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
夫

婦
間
暴
力
対
策
の
国
家
計
画
を
別
の
レ
ベ
ル
で
展
開
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
我
々
が
そ
れ
を
理
由
書
の
最
初
に
強
調
し
た

こ
と
は
、
正
当
な
の
で
あ
る
。

　

幾
人
か
に
と
っ
て
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
の
改
正
が
唐
突
す
ぎ

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
な
ら
ば
、
類
似
の
法
的
手
段
が
、
夫
婦
間
暴
力

の
被
害
者
に
対
し
て
自
己
の
行
為
を
擁
護
す
る
こ
と
を
可
能
と
し
う

る
。

　

刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
に
夫
婦
間
暴
力
の
被
害
者
に
関
す
る
条

項
を
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
被
害
者
の
た
め
の
正
当
防
衛
の
推
定
の

特
例
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
こ
の
状
況
は
、

異
な
る
か
た
ち
で
現
れ
う
る
。
実
際
に
、
夫
婦
間
暴
力
の
被
害
者
が

正
当
防
衛
状
況
に
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
証
明
す
る
の
は
、
検
察

官
の
義
務
と
な
り
、
そ
の
逆
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
自
ら
が
犯
し
た
行
為
が
裁
か
れ
る
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
繰
り
返
さ
れ
る
夫
婦
間
暴
力
の
被
害
者
は
、

そ
の
行
為
を
擁
護
す
る
た
め
に
、
よ
り
公
正
な
法
的
手
段
を
用
い
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

本
法
案
は
、
繰
り
返
さ
れ
る
夫
婦
間
暴
力
を
受
け
た
人
々
に
正
当

防
衛
の
推
定
を
認
め
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
、
刑
法
第
一
二
二
―
六

条
に
新
た
な
一
条
項
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
目
指
し
た
単
独
条
を
対

策
と
し
て
い
る
。

法
律
案

単
独
条

①
刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
は
、
以
下
に
記
載
す
る
第
三
号
に
よ
っ

て
補
完
さ
れ
る
。

②
「
繰
り
返
さ
れ
る
暴
力
が
鑑
定
に
よ
っ
て
証
明
さ
れ
た
心
的
外
傷

後
ス
ト
レ
ス
症
候
群
を
生
じ
さ
せ
て
い
た
と
い
う
背
景
に
お
い
て
、

攻
撃
的
な
行
為
を
な
す
配
偶
者
ま
た
は
元
配
偶
者
に
対
し
て
自
衛
す

る
と
き
。」

�

（
寺
嶋
文
哉
）

【
付
記
】
本
資
料
は
、
二
〇
二
〇
年
度
末
延
財
団
研
究
会
助
成
に
よ

（法政研究�87－4－22）
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1083

る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
１
）Jacqueline�SA

U
V
A
GE

事
件
に
つ
い
て
は
、SA

U
V
A
GE,�

Jacqueline,�Je�voulais�juste�que�ça�s’arrête,�2017,�Fayard;�
M

A
T
H
IEU

,�H
élène,�GRA

N
D
CLÉM

EN
T
,�D

aniel,�La�vérité�
sur�l’affaire�Jacqueline�Sauvage,�2017,�Stock

等
参
照
。

（
２
）N

o�2044,�A
ssem

blée�nationale,�Proposition�de�loi�visant�
à�m

ieux�définir�le�cadre�de�la�légitim
e�défense,�enregistré�

à�la�Présidence�de�l’A
ssem

blée�nationale�le�19�juin�2019,�
http://w

w
w
.assem

blee-nationale.fr/dyn/15/textes/
l15b2044_proposition-loi.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
日
閲
覧
）

（
３
）
現
行
刑
法
典
第
一
二
二
―
五
条
「
①
自
己
ま
た
は
他
人
に
向
け
ら

れ
た
不
正
な
侵
害
を
前
に
し
て
、
自
己
ま
た
は
他
人
の
正
当
防
衛
の

必
要
性
に
要
請
さ
れ
る
行
為
を
同
時
に
実
行
す
る
者
は
、
用
い
ら
れ

た
防
衛
手
段
と
侵
害
の
重
大
性
の
間
に
不
均
衡
が
あ
る
場
合
を
除
い

て
、
刑
法
上
責
任
を
負
わ
な
い
。
②
財
産
に
対
す
る
重
罪
ま
た
は
軽

罪
の
実
行
を
妨
げ
る
た
め
に
、
故
意
の
殺
害
以
外
の
防
衛
行
為
を
実

行
す
る
者
は
、
こ
の
行
為
が
追
求
す
る
目
的
に
と
っ
て
厳
密
に
必
要

な
場
合
、
用
い
ら
れ
た
手
段
が
犯
罪
の
重
大
性
と
均
衡
し
て
い
る
限

り
に
お
い
て
、
刑
法
上
責
任
を
負
わ
な
い
。」

（
４
）
現
行
刑
法
典
第
一
二
二
―
六
条
「
以
下
の
場
合
、
行
為
を
実
行

す
る
者
は
、
正
当
防
衛
状
況
で
行
動
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。�

一　

夜
間
、
居
住
場
所
に
お
い
て
、
施
錠
破
壊
に
よ
る
侵
入
、
暴
行
ま
た

は
策
略
に
対
抗
す
る
と
き
、
二　

暴
力
を
も
っ
て
実
行
さ
れ
る
盗
罪

ま
た
は
略
奪
の
行
為
者
に
対
し
て
自
衛
す
る
と
き
。」

（
５
）N
o�2234,�A

ssem
blée�nationale,�Proposition�de�loi�

visant�à�instaurer�une�présom
ption�de�légitim

e�défense�
pour�violences�conjugales,�enregistré�à�la�Présidence�de�
l’A

ssem
blée�nationale�le�11�septem

bre�2019,�http://w
w
w
.

assem
blee-nationale.fr/dyn/15/textes/l15b2234_proposition-

loi.pdf

（
二
〇
二
〇
年
一
一
月
二
日
閲
覧
）

（
６
）
近
時
の
も
の
と
し
て
、
例
え
ば
、
深
町
晋
也
「
家
族
と
刑
法
：
家

庭
は
犯
罪
の
温
床
か
？
（
第
一
回
）�

―
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
が
加
害
者
に

反
撃
す
る
と
き
（
そ
の
一
）」
書
斎
の
窓
六
五
一
号
（
二
〇
一
七
年
）

二
二
頁
、
同
「
家
族
と
刑
法
：
家
庭
は
犯
罪
の
温
床
か
？
（
第
二
回
）

―
Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
が
加
害
者
に
反
撃
す
る
と
き
（
そ
の
二
）」
書
斎
の

窓
六
五
二
号
（
二
〇
一
七
年
）
九
頁
以
下
等
参
照
。

（87－4－23）




